
学校名 鶴岡市立湯野浜小学校 

  

 
活動のテーマ 

家庭や地域社会との連携・協働を図った組織的・計画的な防災教育に関わる取組の推進 
～民間施設への避難訓練及び保護者への引き渡し訓練をとおして～ 

主な教科領域等 教科領域（特別活動(学校行事，学級活動)，総合的な学習の時間，社会，理科） 

アプローチ 
※該当するものに〇をつけてください（複数可） 
（○）地域連携 （○）避難訓練・避難所運営 （○）専門家の活用 （○）体験学習 
（ ）学校間・地域間交流 （ ）教科連携 （ ）地域発信 （○）カリキュラム開発 

活動に参加した児童生
徒数 

（ １～６学年 １０９人）（複数可） 

活動に携わった教員数 １５人 

活動に参加した地域住
民・保護者等の人数 

９０人 【保護者・地域住民・その他（市職員，警察官，コミセン職員，ホテルスタ

ッフ）】※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数

可） 

実践期間 西暦 ２０２１年  ４月  １日   ～  西暦 ２０２２年 １月 ３１日 

想定した災害 
※該当するものに丸をつけてください（複数可）。 

（○）地震 （○）津波 （ ）台風 （ ） 洪水 （ ） 河川氾濫 （ ） 土砂 （ ） その他（  ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

・地域における日常生活の様々な場面で発生する災害の危険を理解し，安全な行動ができるようにするとともに，

他の人々の安全にも気配りできる児童を育成する。 

・避難訓練及び引き渡し訓練の内容の見直し，教育活動を通した防災教育の推進，防災教育の指導方法・内容の

工夫および改善，災害発生時に活用できる生活能力の習得等を目的とする。 

 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

４月 全校 防災教育の進め方の確認（職員会議） 

５月 全校 避難訓練（地震想定で避難場所の確認とハザード・避難時間を意識化する） 

７月 全校 鶴岡市津波情報伝達訓練（防災無線による避難指示、旧ホテル前駐車場で待機、保護者への引き渡

し） 

10月 全校 防災講話（湯野浜小学校の防災教育について、校長が実施） 

11月 全校 予告なし避難訓練（村山先生による地震想定訓練の視察及び職員向け防災研修の実施） 

４年 村山先生との防災授業（訓練後のふり返りを含む）、 11月 防災教育に係る授業研究会 

12月 その他 ホテルテトラリゾート鶴岡へ防災資材等の設置 

 

３）9月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

  昨年度まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

・災害経験のない児童に対して、防災を「自分事」するために工夫が必要なことや、児童に「自分の命を守るこ

とができる判断力と実践力」をつける必要があることに気付いた。そのために、避難訓練の在り方を大幅に見

直した。 

・率先避難の考え方（大地がゆれたらすぐ逃げろ、より遠くへ！より高く！）や避難先での備蓄の必要性（備蓄

は避難先にないと意味がない）を再確認した。 

・近隣のホテルから緊急時に宴会場を避難所として使用してもよいとご承諾いただいた。併せて避難所スペース

の近くに専用の戸棚を置き、水やビスケット、衛生用品等の備蓄資材を入れさせていただけることになった。

助成金により、ホテル使用料や備蓄資材の整備をまかなうことができた。 



４）実践の成果 

①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

・避難訓練の見直し（予告なしによる地震避難訓練について、実施方法、児童への意識化、ふり返りの実施等） 

・防災教育計画の見直し（各学年の発達段階に応じ、新学習指導要領に準拠したカリキュラムマネジメント） 

・防災学習の位置づけ（４年生の総合的な学習の時間における教科横断的な単元開発） 

 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につけた

か。 

・避難訓練の在り方を大幅に見直したところ、災害経験のない児童に対して、少しずつ防災を「自分事」できた

ことや、児童に「自分の命を守ることができる判断力と実践力」をつける経験を積ませることができた。 

・専門家による防災授業や実践的な避難訓練と引き渡し訓練、防災教育に係る単元開発等により、少しずつでは

あるが安全の保持増進に関する実践的な能力や態度の高まりや、望ましい習慣形成ができつつある。 

 

③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

・避難訓練の工夫やより現実的な保護者への引き渡し訓練を実施することで、家庭や地域社会との連携を図るこ

とができた。併せて４年生の防災学習では、市職員や警察官、コミセン職員、町内会長といった地域で直接防

災を担う方たちとの交流や活動の実践をとおして、地域の防災に対する意識の向上が図られた。 

・活動の様子を学校だよりや地方新聞で広く家庭や地域全体に知らせ、家庭や地域社会と連携した防災活動の展

開に努めることで、少しずつではあるが地域ぐるみの防災教育を推進することができた。 

 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

・令和元年度より，高台にある民間施設（自動車学校の宿泊所）への避難訓練及び保護者への時引き渡し訓練を

実施している。訓練では２０分ほどの間に保護者から引き取りをしていただくが、本当に地震が起きた時には

長時間屋外の駐車場で待たなくてはいけないことや、保護者が徒歩で引き取りにくることが課題となっていた。

そこで、新たに避難所となる場所を探していたところ、海抜１７ｍにあるホテルの支配人から緊急時に宴会場

を避難所として使用してもよいとご承諾いただくことができた。併せて、避難所スペースの近くに専用の戸棚

を置き、水やビスケット、衛生用品等の備蓄資材を入れさせていただけることになった。 

 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

・今年度の実践を通して、「災害に適切に対応する能力の基礎を培う」という防災教育の基本と、児童と教職員の

防災意識が高まったことは成果である。今後は今回の取り組みで得られた知見をもとに，教科や総合的な学習

の時間，特別活動など学校の教育活動全体を充実させ、いっそう工夫・改善された防災教育の継続・発展を目

指したい。 

・令和４年度は、７月の鶴岡市津波情報伝達訓練の際に、ホテルの避難所を利用してより実際に即した避難訓練

を実施する予定である。具体的には、高台の駐車場への一次避難後、ホテル２階の避難所へと全員で移動し、

そこで備蓄された水と食料を受け取り（避難所滞在）、保護者の迎えを待つ（引き渡し）という訓練を行いたい。 

 

７）その他（※特にあれば記述） 

※写真や画像、補足資料などがある場合は添付してください。写真は別途元データ（JPEG）もご提供ください。 

・研究の継続と課題になった点を解決するため、２０２２年度も研究を継続していく予定である。 

 

 



 

 


